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	応用
	抗原情報
	背景
	活性化転写因子1（ATF1）ホモサピエンス この遺伝子は、ATFサブファミリーおよびbZIP（塩基領域ロイシンジッパー）ファミリーに属する活性化転写因子をコードしています。この遺伝子は、成長、生存、その他の細胞活動に関連する下流の標的遺伝子の発現を制御することで、細胞の生理学的プロセスに影響を与えます。このタンパク質は、キナーゼ誘導ドメインのセリン63が、セリン／スレオニンキナーゼ、cAMP依存性プロテインキナーゼA、カルモジュリン依存性プロテインキナーゼI/II、マイトジェンおよびストレス活性化プロテインキナーゼ、サイクリン依存性キナーゼ3（cdk-3）によってリン酸化されます。このリン酸化は、転写活性化および転写活性を増強し、細胞の形質転換を促進します。この遺伝子と16番染色体のFUSまたは22番染色体のEWSR1との転座融合により、血管腫様線維性組織球腫および明細胞肉腫においてキメラタンパク質が産生される。この遺伝子は、染色体異常を伴うATF1遺伝子が血管腫様線維性組織球腫（AFH）[MIM:612160]と関連している[MIM:612160]。FUSとの転座t(12;16)(q13;p11.2)は、キメラATF1/FUSタンパク質を産生する。,疾患：ATF1遺伝子が血管腫様線維性組織球腫（AFH）[MIM:612160]と関連している[MIM:612160]。 EWSR1との転座t(12;22)(q13;q12)は、キメラATF1/EWSR1タンパク質を生成する。,機能：このタンパク質は、多くのウイルスおよび細胞プロモーターに存在する配列であるcAMP応答配列（CRE）（コンセンサス配列：5'-GTGACGT[AC][AG]-3'）に結合し、HTLV-IのTax応答配列（TRE）に結合し、PKA誘導によるCREレポーター遺伝子の刺激を媒介する。,類似性：bZIPファミリーに属する。ATFサブファミリー。,類似性：1つのbZIPドメインを含む。,類似性：1つのKID（キナーゼ誘導性）ドメインを含む。,サブユニット：二量体としてDNAに結合する。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	ATF1（リン酸化Ser63）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定（リン酸化ELISA）
	

	インスリン0.01U/MLを15分間処理したHT29細胞のライセートをATF1（リン酸化Ser63）抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。
	

	リン酸化ATF-1（S63）抗体を用いたマウス腎臓KB 293T 3T3の溶解のウェスタンブロット解析。抗体は1:500に希釈した。

